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----------------------------------------------------------------------------- 

 

令和元年度特定鳥獣（カワウ）の保護・管理に係る研修会(基礎編) 

 

対 象：都道府県もしくは市町村の鳥獣及び水産等行政担当者 

 

開 催 日：２０１９年７月 30 日(火)  

場 所：ＡＢＣ貸会議室(愛知県名古屋市) 第５会議室 

 

講師と科目： 高木憲太郎（イントロ 特定鳥獣保護管理計画と広域協議会） 

加藤ななえ（カワウの生態と生息状況） 

加藤洋（モニタリングの重要性 ～管理に活かすモニタリング～） 

高木憲太郎（現状把握から組み立てるカワウの個体群管理） 

 

相 談 会 ：勉強会に向けたアンケートの説明と相談 

 

----------------------------------------------------------------------------- 



ＮＰＯ法人バードリサーチ
高木憲太郎

特定鳥獣保護管理計画と
広域協議会

Photo by 渡辺美郎

【特定鳥獣保護管理計画制度】

野生鳥獣の保護管理を

科学的・計画的に

法的な根拠を持って行う

ための制度

何をどう
やったのか？

結果を第３者
が検証できる

データに

何をどういう
手順でやる？

結果をどう
評価する？

なぜ、

一生懸命生きて
いるだけの

生き物を？？

個体群管理を
行なう根拠！

生態の解明など学術的な必要性 ＞学術捕獲

農林水産業被害を起こす個体の除去 ＞有害捕獲

【特定鳥獣保護管理計画とは】

② 策定主体：

③ 対 象：

地域的に著しく増加している種等について、種の維持を図りつつ、
農林業被害の軽減等を図るための鳥獣の管理

都道府県が策定（任意）

シカやイノシシ等の地域的に著しく増加している種、または

クマ等の地域的に著しく減少している種

① 計画のねらい：

現状把握 保護管理計画の策定

○生息状況調査

○被害状況調査

○捕獲状況調査

保護管理目標の
設定

○生息数等

○生息環境

保護管理方策の
検討

○個体数調整

○生息環境管理

○被害防除

保護管理

事業の実施

モニタリング調
査の実施

特定鳥獣保護管理計画の策定及び実行の流れ

○生息密度

○個体群の構成

○被害状況

（ 計 画 的 ・ 科 学 的 な 個 体 群 管 理 シ ス テ ム の 確 立 ）

特 定 鳥 獣 保 護 管 理 計 画 の 概 要
ガイドライン及び
保護管理の手引きの、

ここがポイント！

「ガイドライン」と「保護管理の手引き」の
2部構成で、カワウの保護管理の全体像が
掴みやすい!

フローチャートの導入と解説により
「いまやるべきことは何か?」がわかりやすい！

個体群管理の考え方とノウハウが詳しい！

カワウの管理のために必要な知識を、
順を追って理解できる工夫がされている！

かしこい読み方 鵜的フェーズによる都道府県の現状把握



都道府県 作成状況 都道府県 作成状況

北海道 滋賀 ◎
青森 ○ 京都 ○
岩手 ○ 大阪
宮城 兵庫
秋田 奈良
山形 和歌山
福島 ◎ 鳥取 ○
茨城 島根
栃木 ○ 岡山 ○
群馬 ◎ 広島 ◎
埼玉 ○ 山口 ◎
千葉 ○ 徳島
東京 ○ 香川

神奈川 愛媛
新潟 ◎ 高知
富山 ◎ 福岡
石川 佐賀
福井 長崎
山梨 ○ 熊本
長野 大分
岐阜 ○ 宮崎
静岡 ○ 鹿児島
愛知 沖縄
三重 計画数 ７＋1２

特定計画 ◎ 任意計画 ○

第二種特定鳥獣管理計画等の作成状況

広域保護管理協議会

中国四国カ ワウ広域協議会
9 県

※  静岡県は富士川以東が関東に、 以西が中部近畿に所属し ている。

※  福島県は東北と 関東の両方に、 徳島県は中部近畿と 中国四国の

　   両方の広域協議会に所属し ている。

中部近畿カ ワウ広域協議会
15 府県

関東カ ワウ
広域協議会

11 都県

東北カ ワウ
広域協議会

6 県

・広域指針に基づく事業の実施
・現状把握・モニタリングのための調査の実施

広域保護管理の体制

特定計画（又は任意の保護管理計画）

【情報の収集・共有】
→ 他都府県のカワウの生息状況の確認

優良な取組事例の収集

【広域的な管理指針の策定】
→ 広域的な観点からの基本方針の決定

より効果的な対策の実施

【統一手法による調査方法の周知】
→ 管理の基礎情報の精度の統一

【モニタリング結果の統合・評価】
→ 情報の統合・提供、広域的な観点からの評価

【管理指針の見直し】
→ モニタリング結果を踏まえた見直し

広域保護管理協議会の役割

春 夏 冬

移動

ねぐらA ねぐらB

こういうパターンもある

個
体
数

20,000羽

40,000羽

60,000羽

80,000羽

100,000羽

120,000羽

140,000羽

夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬 春 夏 冬

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

+ 茨城

+ 新潟・兵庫

+ 京都・奈良・和歌山

+ 千葉

+ 静岡・三重

福島・栃木・群馬・埼玉・東京・神奈川・山梨・富山・

石川・福井・長野・岐阜・愛知・滋賀・大阪・徳島

それでは、

これから

研修が始まります！
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